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今日，衛星測位の利用が拡大し，多くの分野で高精度測位が利用されている．土木分野では，工事現場

の環境によって要求される測位性能は異なり，例えば初期化時間や測位精度等，必要とされる受信機の性

能は異なる．そこで，利用環境での受信機評価の手法として，アンテナが受信した衛星信号を保存できる

RFレコーダを用いて，同一環境下での衛星測位受信機の性能の評価を行うことを試みる．本稿では受信機

の評価に，RFレコーダを用いる際に生じる課題やメリットについて考察した． 
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1.  はじめに 

 

近年，高精度衛星測位の技術は，土木分野におい

ては防災や維持管理等で利用され，普及に向けた動

きが進んでいる．工事現場の環境に応じた要求精度

や利用環境に応じて，ユーザは衛星測位受信機の性

能（測位精度や初期化時間），機能（対応する衛星

システムや何周波受信機か等）を選択する．衛星測

位受信機の選定では，ユーザが性能表のみで受信機

を選択することは難しい． 

衛星測位は，利用環境におけるマルチパス等の影

響により測位性能が左右される．利用環境を考慮し

た受信機評価には，性能表だけに頼らずユーザが自

ら，実際の運用を想定した実験環境で受信機を評価

する必要がある．一方，屋外の実験環境では，初夏

には葉が生い茂り冬には葉が落ちるというように，

季節によって障害物となる植物の存在が変化する．

さらに複数の衛星システムの複合利用では，衛星の

軌道周期が複雑に組み合わさり同じ衛星配置が周期

的に再現されない。このような問題に対し，受信機

の評価を行った時の状況が保存可能である RF レコ

ーダを用いる．RF レコーダで記録したものを用いて，

過去に行った実験を再現することで受信機の性能を

明らかとすることを本研究の目標とする．本稿では，

RF レコーダを使用した受信機の評価方法の課題等に

ついて考察する． 

 

 

2． 評価方法の概要 

 

 本研究ではリアルタイムに高精度な測位を行うこ

とが可能なRTK法にスポットを当てる． RTK法にお

いて，初期化時間は測位精度と並んで性能を表す大

きな要素の一つである．この測位精度や初期化時間

は実際に利用する環境に左右されるため，受信機の

性能のみを，同一条件下で評価することが出来ない．  

 そこでRFレコーダを用いることで過去に行った実

験を再現し，受信機の性能を評価する方法を提案す

る．RFレコーダは衛星配置やマルチパスの影響を受

けた衛星信号をそのまま記録することができるため，

受信機の評価を行った環境の保存が可能であると言

える．受信機の評価のために用いる機器構成の概要

を図-1，図-2に示す．また，図-3及び表-1にRFレコー

ダの機体と仕様を示す． 図-1は実環境での衛星信号
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を保存するために用いる機器構成である．RTK法の

測位には基準局と移動局とがあるが，移動局側のア

ンテナが受信した衛星信号をRFレコーダに記録する．

なお，RFレコーダは移動局側で1台のみを使用する．

この時に基準局側の受信機から出力される，RTCM  

形式の補正信号も同時に記録しておく．図-2は前述 

の実験を再現し，受信機の評価をするための構成で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

機種名 MP7200（advic社） 

機能 RF レコーダ/プレーヤ 

対応周波数 25MHｚ-2.7GHz 

帯域幅 25MHz 

電源 AC100-250V 

価格 約1千万 

ある．前述のようにしてRFレコーダに記録された衛星

信号を再生して移動局側の受信機に信号を送る．基準局

側では，記録しておいた補正信号を1秒毎に取り出すこ

とで，その信号を記録した環境と同一の条件での実験を

再現することが可能である． この評価方法を用いて，

同一条件下で受信機の性能を評価する． 

 

 

3． 本評価方法導入によるメリットとデメリット 

 

 本評価方法が実現したならば，測位結果が環境の変化

による影響を受けないため，受信機以外は全て同一条件

で実験した結果が得られる．ここで，我々の研究の1つ

に，受信機を相対的に評価することによって性能表を作

成しようとする方法１）についての研究がある．この研究

で提案されている評価項目をもとに，実験で得られた結

果から性能表を作成することができる．この性能表をユ

ーザが参照することによって，用途に応じて適切な受信

機を選択できる． 

本評価方法では，RFレコーダで記録するのは移動局

側の衛星信号のみである．そのため，基準局側の補正信

号を記録し，その補正信号を再生する必要がある．ただ

し，移動局で信号を出力するタイミングと記録した補正

信号を出力するタイミングとを合わせる必要がある．ま

た，基準局の受信機は変更できないことから，異機種間

での測位を行うことになる．異機種間での測位を行う場

合には，GLONASSのチャネル間ハードウェアバイアス
２）に関する課題がある． 

 

 

4．おわりに 

 

 本稿では，RFレコーダを用いた同一環境における受

信機の性能の評価方法について考察してきた．RFレコ

ーダを用いることで，同一の条件で受信機の性能を比較

することができる．しかし，RFレコーダを移動局側の

みで使用するため，基準局からの補正信号や異機種間で

の測位に関する課題がある．今後はこれらの課題につい

ての検討を行う予定である． 
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表-1 RFレコーダ（MP7200）の仕様 

基準局側 

補正信号の 

記録ファイル 

受信機 

アンテナ 

移動局側 

RFレコーダ 

アンテナ 

図-1 衛星信号の記録時に用いる機器構成 

図-3 RFレコーダ（MP7200）の機体 

移動局側 

衛星測位受信機 

PC 
( データストリーミング) 

PC 
(RTKPOST.exe) 

測位結果 
図-2 衛星信号の再生時に用いる機器構成 

補正信号の 

記録ファイル 

1 秒毎に補正

信号を送る 

RFレコーダ 
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